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T O P I C

 タイガー　大越　

タイガー大越（トランペット奏者）：写真右
　1950年芦屋市生まれ。11歳でトランペットを手にし、
独学で奏法をマスター。関西学院大学時代は軽音楽部に所属。
72年大学卒業と同時に結婚、新婚旅行で立ち寄ったボスト
ンにそのまま定住し、バークリー音楽院に入学。主席で卒
業後同学院の講師に抜擢される。76年講師を辞め、恩師
ゲイリー・バートンらと共にツアーで世界を回る。同年、
自分のバンド“タイガーズ・バグ”を結成。
　89年発表の「フェイス・トゥ・フェイス」が大ヒット、91年
にはJTキャビンのコマーシャルをMALTAから引き継ぎ、軽
快なリズムが全国に流れた。その後もアメリカを代表する
ジャズ・ミュージシャンと共演。97年9月には、母校である
バークリー音楽院に日本人初の教授として迎えられ現在に
至る。米国ボストン在住。タイガー大越の名前は寅年生ま
れから。　

Q.昨年の秋、ボストンの名門バークリー音楽院
で日本人初の教授に就任されましたね。

　なんとなく成り行きでなってしまったんです。
これまでもずっと流れに乗って自然にやってき
たので、これも自分の生き方に合っているよう
な気がします。
　これが5年前だったら、教えるのは最後の最
後にとっておこうと思ったでしょうが、10年20

年と毎年旅を続けてきて、ちょうどいろいろな
ことを考え直す時期にきていたんですね。すご
くいいタイミングのオファーでした。今のとこ
ろは週2～3回の個人レッスンだけにして、まだ
旅に出られる可能性をとっておきたいですね。
5年ぐらいでいい先生になれればいいなあと思
っています。

Ｑ.1972年に新婚旅行でボストンに立ち寄り、そ
のまま定住してしまわれたそうですね。その後
の25年をふり返っていかがですか。

　なにしろ新婚旅行で始まったわけですから、
無からの出発ですよね。山を登りはじめて思っ
たのは、この山はどういう山かということを、
誰かに聞いておきたかったということです。登
りはじめて、靴が合わないと思ったり、地図が
ないわけだから、いつのまにか道がなくなって
いたり。しようがないから自分で道を作ってい
って、ただただ登り続けて、頂上まできてやっ
と過去をふり返ることができるんですね。時間
はかかったけれど、小説にたとえれば第1章、第
2章と展開があって、起承転結もあって、それぞ
れの章でこれはもうやらない、これはやる、と
決心してやってきたのがよかったのかもしれま
せん。やっぱり目的をもってやらないと見える
ものも見えてこないし、やってみて合わなかっ
たら目的をぱっと変えてもいいんじゃないですか。

Ｑ.現在も世界中で演奏されていますが、国に
よって聴衆のレスポンスはどうですか。

　国によって音楽の性質も違うし、うけるもの
も違うのは当然ですが、僕は音楽家として自分
の信じている音楽の聴衆を一生かけて捜し回る
努力をしなければと思っています。今のミュー

ジシャンには自宅でCDを作って売ればいいくら
いの感覚の人もいますが、僕は僕の音楽を求め
ている人たちを自分で見つけていきたいですね。
　今、音楽の歴史の長いヨーロッパがおもしろ
いと思っています。絵画は画家に、音楽は音楽
家にまかせておけばどんどん伸びるものを、日
本などではいろんなメディアやレコード会社が
入ってきて、それでは売れない、今売れている
のはこれだと口をはさんで若いミュージシャン
を困惑させてしまう。彼らの音楽に対する愛す
らも、余分なカラーで塗り込めてしまう。それ
がまだないのがヨーロッパなんですね。マスコ
ミの評判で音楽を聴きに行くというのではなくて、
音楽家がやりたいことを聴きに行く。ヨーロッ
パではそれが可能なので非常に興味があります。

Ｑ.タイガーの音楽をジャズと言わせてもらえば、
今後世界のジャズはどこに向かっていくのでし
ょう。

　ジャズの巨匠というのがいますね。ジョン・
コルトレインとかチャーリ・パーカーとか。もし
そういう人が生き返ってきたら、みんなそっち
にいって、今の若いミュージシャンなんかみん
な忘れられてしまう。今やっている人たちは何
かシャドーとして利用されているようなところ
があるけれど、僕は、タイガーは自分のことを
やっているからやっぱりタイガーのところに行
かなくちゃ、と思わせたいんですね。
　クラシックはクラシックで素晴らしいと思い
ます。何百年も昔にかかれたメロディーが今で
もやはりすごい。でも、ジャズはもう少し今を
反映していった方がいいんじゃないですか。聴
衆にそれを受け入れる態勢ができているかどう
かは問題ですが、僕の考えているような方向に
ジャズが伸びていけばいいなと思っています。

Ｑ.音楽を離れたときにはどんなことをされて
いるのですか。

　何にでも興味をもつようになってきました。
水泳もやるし、ボディービルが好きだからジム
にも通うし、ゴルフもはじめたし、この前はハ
ワイでシュノーケルもやりました。フィギュアス
ケートのレッスンも受けてみたし。おもしろい

から何でも挑戦して、何でもエンジョイできる
んですね。
　今までの自分は話題が少なかったような気が
しています。音楽のことしか知らなかった。昔
は海を見ていても音楽のことを考えていました
が、今は海を見ているときは海を見ている。本
当にきれいな光とか、色の深さとかを、じーっ
としてただ自分の中に浸透させていきたいなと
思います。美しいもの、大きなもの、悲しいも
の、厳しいものなどをしっかり自分で見ていけ
ば、ピュアな音が聴こえてきて、ジャズの理論
から離れてもっと人間的な音楽ができるんじゃ
ないかと思っています。

Ｑ.これからやってみたいことなどを一言。

　プレーヤーとしての夢は、トランペット一本で
ステージをやることですね。大きなコンサート
じゃなくて、客といろいろ話して、曲を吹いて、
また話をして、といった感じで。トランペット
はこんな曲ができるんやていう、ただのジャズ
だけでない音の世界をクリエイトしてみたいで
すね。

タタイガー大越　
バークリー音楽院に日本人初の教授誕生！　

　

兵庫県芦屋のタイガー大越宅にて　

バークリー音楽院（マサチューセッツ州ボストン）　


